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拝啓  時下ますますご清祥のこととお喜び申しあげます。
　本会の事業活動には平素より格別なご支援・ご協力を賜り厚く御礼申しあげます。
　さて、介護の社会化、利用者本位の制度として 2000 年 4 月にスタートした介護保険制度は、複数回の改正・改
定により自治体の役割の多様化、ケアマネジメントへの支援・給付の適正化等、業務が煩雑化されています。地域
包括ケアシステムを推進する自治体は、介護給付の適正化を図りつつ受給者により良いサービスを提供できるよう、介
護支援専門員の資質向上に向けた、的確な助言や支援を行っていくことが求められています。
　本講座では、介護保険担当者の方々を対象に、ケアプラン点検支援を行うために必要な介護保険制度の基礎知
識から実務におけるケアマネジメントプロセス等を実践的に解説いたします。ケアプラン点検支援について、体験型の
講義で確認できる内容となっていますので、個別相談及び貴庁での点検支援や研修等ですぐにご活用できます。
　公務ご多忙の折とは存じますが、この機会に関係各位多数のご参加をおすすめ申しあげます。

敬　具　

2019年10月24日（木）
      　　　　　 10月25日（金）

13：30～17：00
9：30～16：00

田中

介 護 保 険 課 長
介 護 支 援 課 長
高 齢 福 祉 課 長
福 祉 指 導 課 長
広域連合事務局長
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ケ ア プ ラ ン 点 検 の ポ イント
介護保険担当職員のための
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※宿泊料は変更になる場合がございます。
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※参加料には、別途消費税がかかります。
※銀行振込の手数料は貴団体にてご負担ください。



（2876）201 9 . 10／24～25
田中

※参加申込書にご記入いただいた情報は、以下の目的に使用させていただきます。②がご不要の場合は□にチェックしてください。・・・□不要

①参加券や請求書の発送などの事務処理 ②セミナーなど本会事業のご案内

（2.5）

29，000円
32，000円

レ

１．介護保険制度と高齢者ケアマネジメント
の変遷（講義・ミニ演習）

１）介護保険の理念
２）居宅介護支援と居宅サービス計画
３）介護支援専門員の定義と義務
４）ケアマネジメントの定義と過程

２．介護給付適正化事業とケアプラン点検
支援の現状（講義・ミニ演習）

１）介護給付適正化事業
２）ケアプラン点検支援マニュアルの活用方
法と指標等

３）各地の実践例紹介

３．ケアマネジメントの過程を再確認

１）受付・契約
２）課題分析（アセスメント）
３）ケアプラン原案の作成
４）サービス担当者会議
５）ケアプランの実行
６）モニタリング
７）再アセスメント
８）終結・記録の保存

　４．ケアプランの書き方、作り方

５．ケアプラン点検のすすめ方

６．質疑応答、意見・情報交換

 　※別途消費税が（　 かかります　 ）

※当日は、講師の著書「ケアプランの書き方～押さえておきたい記入のポイント～（中央法規2018）」を
　配布し、テキストとして使用します。

本講座は、講義とグループワークを組み合わせた
内容となっております。また、模擬事例等を利用
し、実践的に学びます。

また、本講座では名札を使用いたしますので、予
めご了承ください。

　保健師として千葉県に入職。県型保健所、精神科救急病院、県庁母
子保健主管課、県庁介護保険担当課等勤務。 2005年 4 月～現職。全国
で介護支援専門員法定研修等の委員及び講師をも務めながら、高齢者
支援分野の実務者への資質向上や高齢者の権利擁護、地域のネットワ
ークづくりに尽力している。
＜保有資格＞
　保健師・介護支援専門員・介護支援専門員指導者・認知症介護指導
者 等
＜近著＞
　「改訂 法的根拠に基づく ケアマネ実務ハンドブック【介護報酬・
加算減算編】」（中央法規 2018年）、「改訂 法的根拠に基づく ケアマ
ネ実務ハンドブック【介護報酬・加算減算編】」（中央法規 2018 年）、「ケ
アプランの書き方～押さえておきたい記入のポイント～」（中央法規 
2018年）、「2018 年改定対応 記載例で学ぶ居宅介護支援経過 ～書く
べきこと・書いてはいけないこと～」（第一法規 2018年）、「ケアマネ
ジャーのための介護報酬 加算・減算ハンドブック 第 2 版」（ナツメ
社 2018年）、「実践で困らない！駆け出しケアマネジャーのためのお
仕事マニュアル 第 2 版」（秀和システム 2018年）等。

あたご研究所　代表　　　　　後　藤　佳　苗   氏


